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習種別・受講者を対象に領収書が発行されます。領収書は申請ガス事業者を

通し、資格管理システムでダウンロードしてください。

（ⅱ）e ラーニングの URL 及び、初期パスワードを変更しています。「４．

e ラーニングの受講」(P.19)をご参照ください。

。



【目 次】

Ⅰ．内管工事資格制度について

１．目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

２．制度の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

Ⅱ．資格の取得方法について

１．資格の取得方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

２．講習による資格取得・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

３．資格試験による資格取得・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

４．講習・資格試験の開催日時及び受講・受験会場・・・・・・・・・・・・１４

Ⅲ．講習・資格試験の申込方法

１．受講・受験に必要な提出書式類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４

２．受講・受験料の振込みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

３．受講・受験に必要な書式の提出について・・・・・・・・・・・・・・・１８

４．e ラーニングの受講 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９

５．受講・受験票の送付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５

６．合否の発表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５

７．受講・受験会場の変更等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６

Ⅳ．受講・受験に必要な書式の作成について

１．受講・受験申込書を記入する際の注意事項・・・・・・・・・・・・・・２６

２．講習受講申込書式記入例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１

Ⅴ．受講・受験者の注意すべき事項

１．講習を受講する際の注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３

２．資格試験を受験する際の注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４

３．講習テキストの購入申込み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５

Ⅵ．受講・受験の取消による返金について

１．取消のための手続き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６

２．宛名書式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７

３．取消申込書記入例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８

Ⅶ．振替申請について

１．振替申請のための手続き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９



２．振替申請後の注意点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９

Ⅷ．個人情報の取扱いについて

１．個人情報の管理について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９

２．個人情報の利用目的について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９

Ⅸ．受講・受験の際の注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９



1

Ⅰ．内管工事資格制度について

１．目的

本資格制度は、ガス事業法に規定されたガス事業者の保安責任を果たすために、内管工事に従

事する工事人が有すべきガス配管工事の知識・技能レベルに基づき業界統一で定めるものであ

り、その維持・向上を図り、内管工事の保安と品質が確保されることを目的とするものです。

２．制度の概要

(1) 本資格制度の適用範囲

本資格制度は、都市ガスの内管工事（内管設備の新設・増設・変更・撤去工事、及びそれらの

工事に伴うガスメーターの取付・取外し）及び可とう管によるガス栓とガス機器との接続工事に

適用します。なお、次の工事は本資格制度の対象ではありません。（別途、ガス事業者の独自資

格等が必要となります。）

(ⅰ) 供給管工事（敷地内への引き込み工事、灯外内管との連絡又は切断工事（切断に伴う灯外

内管の切り回し又はガスメーターの取付、取外し等を含む）も本資格制度の対象工事に含ま

ない。）

(ⅱ) ガスメーターの検定満期取替工事（検定満期時のガスメーター取替に伴う配管の組替作

業も本資格制度の対象ではありません。）

(ⅲ) 緊急修繕工事等

(ⅳ) 鋳鉄管の配管

(ⅴ) ガスバッグ等によりガスの遮断を行う活管の切断取出工事

(ⅵ) 内管漏えい検査のために検圧口プラグ等を取付、取外しする工事

(2) 本資格制度の対象者

本資格制度の対象者は、内管工事に従事するガス事業者の指定工事店の工事人です。なお、ガ

ス事業者の社員・職員も対象者とすることができます。

（需要家敷地内）

〈本資格制度の対象となる工事範囲〉

Ｍ

敷地境界線

本支管

供給管

ガス機器
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(3) 内管工事士の資格区分

本資格制度に基づく資格（以下「本資格」という。）を取得した工事人の名称は総称して「内

管工事士」といいます。内管工事士の資格区分は、内管工事の種類、配管口径、圧力区分等によ

って「基本資格」として４つに区分され、さらに基本資格に対応した３つの「付加資格」があり

ます（表１参照）。

表１ 資格体系及び作業内容の概要

○：基本資格に応じて取得可能な付加資格

＊１ 第３種内管工事士は、灯外内管工事はできず、露出部に限り灯内内管工事ができる。但し、灯内内管のさや

管を用いた埋設部へのフレキ配管工事はできる。

＊２ 第３種から第１種内管工事士までの基本資格のもとでの作業内容には、可とう管によるガス栓とガス機器と

の接続工事も含まれる。

＊３ 溶接の接合作業はできない。

＊４ 露出とは、埋設部以外の架空部及び隠ぺい部をいう。

(4) 内管工事士の業務範囲

第１種から第３種内管工事士及び付加資格のねじ工事・活管工事資格保有者は、内管工事の作

業責任者として現場に常駐し、次の作業を行い、内管工事の保安と品質の確保に責任を持ちます。

(a) 使用する材料の仕様、配管等の設置場所及び設置方法が適切であることの確認作業

(b) 管・継手等を必要な寸法に切断及び接合のために加工する作業。並びに他の工事人がこれ

らの作業を行う場合の指示及び確認作業

(c) 管・継手等を接合する作業、接合した管・継手等を建物等に固定する作業、及び接合され

た管・継手等を取り外す作業。並びに他の工事人がこれらの作業を行う場合の指示、作業の

実地監督、作業手順、作業要領等及び作業完了後の状態が適切であることの確認作業

(d) 工事完了後に行う耐圧試験、気密試験及びガスへの置換（パージ）作業。ただし、他の工

事人に補助的な作業を行わせることができる。

付加資格 ねじ工事 活管工事 低圧溶接

基本資格

付加資格のもとでの

作業内容

基本資格の

もとでの作業内容

ねじ配管による

露出＊４の灯内内

管工事＊２

取出元管口径が

基本資格に応じ

た口径以下の活

管の取出工事

低圧及び15kPa

以下の中間圧ま

での内管溶接工

事＊3

第３種

内管工事士

既設需要家における低圧の口径

32Ａ以下のフレキ配管による灯

内内管工事＊１、＊２

○ － －

第２種

内管工事士

低圧及び 15kPa 以下の中間圧ま

での口径50Ａ以下の内管工事＊２ －

○

－

第１種

内管工事士

低圧及び 15kPa 以下の中間圧ま

での内管工事＊２ － ○

内管溶接

管理士

中圧Ａまでの内管溶接工事＊３

－ －
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図２ 内管工事の現場施工体制（例）

また、内管溶接管理士及び付加資格の低圧溶接資格保有者は、内管溶接工事の作業責任者とし

て現場に常駐し、溶接士資格等を有した工事人などへの指示及び確認を行い、内管溶接工事の保

安と品質の確保に責任を持ちます。業務範囲は(a)～(d)と同様ですが、本資格では、溶接の接合

作業、溶接接合に伴う管・継手等の酸素・アセチレン等を用いて行う溶断及び開先加工する作業

はできません。

(5) 資格の取得に必要な資格区分ごとの知識・技能範囲

講習や試験は、「一定の知識や技能」を有している方を対象に知識・技能の確認を行い、最終

的に「資格者として有すべき知識・技能水準」を有していることが確認できた場合に資格を付与

しております。

本資格制度の講習は、全ての知識・技能を基礎から応用まで教育するものではありません。従

って、受講までの実務経験や公的資格などで、講義の内容を理解し、実技実習を実践できる「一

定の知識・技能」を受講者が有していることを前提としております。

また、講習や試験を申し込むにあたり、事前に別冊「受講要件として求める知識・技能の解説」

の 2 ページから 17 ページに記載されている「資格者として有すべき知識・技能水準」をご確

認ください。

内管工事の現場施工体制は、一般的

に図２のように構成されます。

このとき、現場には必ず作業責任者

として、内管工事士が現場に常駐し

なければなりません。

■監督

（注） 内管工事士資格を有しない工事人

内管工事班

内管工事士

■作業責任者

内管工事士資格保有者

又は工事人（注）

■作業従事者

内管工事士資格保有者

又は工事人（注）

■作業従事者
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Ⅱ．資格の取得方法について

１．資格の取得方法

本資格の取得方法には、次の２つの方法があります。

(1) 講習を受講し、講習を修了する

(2) 資格試験を受験し、合格する

ただし、資格試験は基本資格の「第１種内管工事士」及び「第２種内管工事士」の２つの資格区分に

ついてのみ実施します。

２．講習による資格取得

(1) 講習の概要

講習は、「e ラーニング」、「座学講習」、「実技講習」、「筆記修了試験」及び「実技修了試験」から

なり、資格区分によって講習日数が異なります。

各資格区分の講習日数並びに「e ラーニング」、「座学講習」、「実技講習」、「筆記修了試験」及び

「実技修了試験」の有無については、次表のとおりです。

○：各資格区分において実施する項目

＊「内管溶接管理士」の講習は、受講要件により講習日数と申込回次が異なります。低圧溶接の資格

を有している方、低圧溶接の講習を受講済みであるが受講結果が出ていない方、又は低圧溶接の講

習と同時に申し込みを行った方は、「内管溶接管理士」の講習の４日目（中圧工事について）のみ受

講すること（日数は１日）になります。受講要件にあった申込回次を選択してください。

資格区分 日数
e ラーニ

ング

座学

講習

実技

講習

筆記

修了試験

実技

修了試験

基

本

資

格

第３種内管工事士 ２日 〇 ○ ○ ○ ○

第２種内管工事士 ３日 ○ ○ ○ ○ ○

第１種内管工事士 ２日 － ○ ○ ○ ○

内管溶接管理士 ４日 － ○ ○ ○ －

内管溶接管理士＊

(低圧溶接資格保有者等）
１日 － ○ － ○ －

付

加

資

格

ねじ工事 １日 － ○ ○ ○ ○

活管工事 １日 － ○ ○ ○ ○

低圧溶接 １日 － ○ － ○ －

未修了

実
技
講
習

座
学
講
習

実
技
修
了
試
験

筆
記
修
了
試
験

判

定

修了
資
格
取
得

未
修
了

の
受
講

＜ 講習 ＞
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(2) 講習の受講要件

講習を受講するには、申込日において各資格区分の受講要件のいずれか
．．．．

を満たしている必要があ

ります。

資格区分 受講要件

基

本

資

格

第３種

内管工事士

①内管工事士のもとで６ヶ月以上の実務経験＊１を有し、かつ受講者として資格

種に見合った一定の知識・技能＊２を有していること

②過去に第３種、第２種もしくは第１種内管工事士の資格を保有していたことが

あり、かつ現在、受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有し

ていること

③次のいずれかの公的資格等を有していること

1)液化石油ガス設備士（液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する

法律第 38 条の 4）であって配管用フレキ管講習を受講済であること

2)１級又は２級配管技能士（職業能力開発促進法第 44 条及び同施行規則第

61 条第 1 項）

3)簡易内管施工士（日本ガス協会）

4)ガス主任技術者（甲種、乙種又は丙種・ガス事業法第 29 条）

5)１級又は２級管工事施工管理技士（建設業法第 27 条及び同施行令第 27 条

の３）

第２種

内管工事士

①内管工事士のもとで、もしくは第３種内管工事士として計６ヶ月以上の実務経

験＊１を有し、かつ受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有して

いること

②過去に第２種もしくは第１種内管工事士の資格を保有していたことがあり、か

つ現在、受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有していること

③次のいずれかの公的資格を有していること

1)液化石油ガス設備士（液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する

法律第 38 条の 4）であって配管用フレキ管講習及びポリエチレン管の施工

に係る講習を受講済又は PE 管配管作業資格者登録証（日本コミュニティー

ガス協会）を所持していること

2)1 級配管技能士（職業能力開発促進法第 44 条及び同施工規則第 61 条 第

1 項）

3)ガス主任技術者（甲種又は乙種・ガス事業法第 29 条）

4)１級管工事施工管理技士（建設業法第 27 条及び同施行令第 27 条の３）

第１種

内管工事士

第２種内管工事士の資格が有効であり、内管工事士のもとで、もしくは内管工事

士として計１年以上の実務経験＊１を有し、かつ受講者として資格種に見合った一

定の知識・技能＊２を有していること

内管溶接

管理士

①内管溶接管理士の見習として１年６ヶ月以上の実務経験＊１を有し、かつ受講者

として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有していること

②溶接士又は鉄工として３年以上の実務経験＊１を有し、かつ受講者として資格種

に見合った一定の知識・技能＊２を有していること

③過去に内管溶接管理士を保有しており、かつ受講者として資格種に見合った一

定の知識・技能＊２を有していること

④他設備工事における溶接配管工事の現場責任者として１年６ヶ月以上の実務経

験＊１を有しており、かつ受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を

有していること

⑤低圧溶接の資格が有効であり、かつ受講者として資格種に見合った一定の知

識・技能＊２を有していること＊5

⑥低圧溶接の講習と同時申込であり、かつ受講者として資格種に見合った一定の

知識・技能＊２を有していること＊5

⑦低圧溶接の講習を受講済みであるが受講結果が出ていない状態であり、かつ受

講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有していること＊5

＊３
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＊１実務経験とは講習の申込日までの経験期間をいいます。また、第２種、第１種の要件にある実

務経験期間の計○○以上とは、当該資格を受講申込するまでの実務経験の合計期間をいいます。

＊２受講要件として求める知識・技能は、資格ごとに定めておりますので、別冊「受講要件として

求める知識・技能の解説」をご参照ください。

＊３基本資格のうち第１種内管工事士、第 2 種内管工事士、及び第３種内管工事士は、重複して有

することはできません。下位の資格を有する工事人が上位の資格を取得した場合は、上位の資

格のみ有効となります。（ただし、「内管溶接管理士」は他の基本資格と重複して有することが

できます。）

＊４付加資格はそれだけでは資格としては認められず、対応した基本資格（２ページ表１参照）を

取得することにより付加資格も有効となります。本資格の講習もしくは資格試験と付加資格の

講習を同時申込みしたが、付加資格の講習のみ修了し、対応する基本資格を取得することがで

きなかった場合は、次年度末までに当該付加資格に対応する基本資格を取得した場合に限り、

当該付加資格が付与されます。

＊５「内管溶接管理士」の⑤、⑥、⑦の受講要件に該当する方は、「内管溶接管理士」の４日間の講

習の４日目（中圧工事について）のみ受講すること（日数は１日）となります。受講要件にあっ

た申込回次を選択してください。

※再試験について

講習の筆記修了試験又は実技修了試験のいずれかが不合格となり講習未修了となった方は、不合格

となった筆記試験又は実技試験を次年度末までに１回に限り受験することができ、当該試験に合格

すれば資格を取得できます。なお、再試験については別冊の「内管工事資格制度 受験案内【再試

験用】」をご参照ください。再試験対象者の判別は「資格者照会」にてご確認ください。（特に無資

格者の申込時）

付

加

資

格

ねじ工事 ①第３種内管工事士の資格が有効であり、かつ受講者として資格種に見合った一

定の知識・技能＊２を有していること

②第３種内管工事士講習と同時申込であり、かつ受講者として資格種に見合った

一定の知識・技能＊２を有していること

③第３種内管工事士の講習を受講済みであるが、受講結果が出ていない状態であ

り、かつ受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有していること

活管工事

①第２種内管工事士、第１種内管工事士又は内管溶接管理士の資格が有効であり、

かつ受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有していること

②第２種内管工事士、第１種内管工事士又は内管溶接管理士の講習を受講済みで

あるが受講結果が出ていない状態であり、かつ受講者として資格種に見合った

一定の知識・技能＊２を有していること

③第２種内管工事士、第１種内管工事士又は内管溶接管理士の講習と同時申込で

あり、かつ受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有しているこ

と

④第２種内管工事士又は第１種内管工事士の資格試験（実技試験）を受験済みで

あるが受験結果が出ていない状態であり、かつ受講者として資格種に見合った

一定の知識・技能＊２を有していること

⑤第２種内管工事士又は第１種内管工事士の資格試験（実技試験）と同時申込で

あり、かつ受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有しているこ

と

低圧溶接 第１種内管工事士の資格が有効であり、第１種内管工事士として６ヶ月以上の実

務経験＊１を有し、かつ受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２を有し

ていること

＊４
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(3) 講習の受講料

２０２６年度の講習受講料は次表のとおりです。受講料は、実技で使用する材料・道工具を講習

機関が準備する場合と受講者が持参する場合の２通りあり、受講する講習機関により異なります。

なお、講習に使用する講習テキスト代金については、含まれておりませんので、講習テキストを

お持ちでない方は、事前に運営機関から購入してください。（講習テキストの購入方法については、

「Ｖ．受講・受験者の注意すべき事項」の「３．講習テキストの購入申込み」をご参照ください。）

申込の前に、キャンセルについては「Ⅵ. 受講・受験の取消による返金について」を、申込書受

理後の変更については「Ⅶ. 振替申請について」を参照してください。

＊１ 低圧溶接資格保有者等とは、低圧溶接の資格を有している者、低圧溶接の講習を受講済みであ

るが受講結果が出ていない者及び低圧溶接の講習と同時申込みの者をいいます。

＊２ 第 3 種内管工事士、第 2 種内管工事士は e ラーニングによる事前学習が必要になります。受

講申込の前に e ラーニングの受講環境が整っていることを確認してください。受講環境の確認

方法は 19 ページ「Ⅲ． ４．e ラーニングの受講 (1)受講環境の確認」をご参照ください。

なお、受講環境がない場合、事務手数料として 1,100 円が含まれた受講料になります。

資格区分 受講料（税込み） 材料・道工具

基
本
資
格

第３種内管工事士

受講環境ありの場合＊２

５０，６００円

受講環境なしの場合＊２

５１，７００円

講習機関が準備する

受講環境ありの場合＊２

２７，５００円

受講環境なしの場合＊２

２８，６００円

受講者が持参する

第２種内管工事士

受講環境ありの場合＊２

９９，４００円

受講環境なしの場合＊２

１０0，５００円

講習機関が準備する

受講環境ありの場合＊２

３４，４００円

受講環境なしの場合＊２

３５，５００円

受講者が持参する

第１種内管工事士
７３，２００円 講習機関が準備する

２１，０００円 受講者が持参する

内管溶接管理士
３６，７００円 講習機関が準備する

３１，５００円 受講者が持参する

内管溶接管理士

（低圧溶接資格保有者等＊１向け）
１２，６００円 （実技なし）

付
加
資
格

ねじ工事
３０，４００円 講習機関が準備する

１２，６００円 受講者が持参する

活管工事
４７，１００円 講習機関が準備する

２４，１００円 受講者が持参する

低圧溶接 １１，５００円 （実技なし）
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(4) 講習カリキュラムの概要

各資格区分の講習カリキュラムの概要は次表のとおりです。

＊１低圧溶接資格保有者等とは、低圧溶接の資格を有している者、低圧溶接の講習を受講済みであ

るが受講結果が出ていない者及び低圧溶接の講習と同時申込みの者をいいます。

＊２オリエンテーション、休憩時間、e ラーニングの受講時間は含まれておりません。

＊３修了試験の準備、審査、及び後片付けの時間は含まれておりません。

＊４実技講習では別冊「受講要件として求める知識・技能の解説」の表内の「必要な技能」に係る作

業ごとに実習を行う他、複数の「必要な技能」を組み合わせた総合配管実習を行います。総合配

管実習で組み上げる配管形状の簡略図を以下に示します。

総合配管実習で組み上げる配管形状（簡略図）

総合配管実習で組み上げる配管形状（簡略図） つづき

資格区分 講習内容
講習

時間＊２

修了試験

時間*3

基
本
資
格

第３種内管工事士

本資格制度の概要、第３種内管工事士の作業内

容に応じた e ラーニング・座学講習、及びフレ

キ配管によるガス栓増設を主とした実技講習＊

４

565 分 130 分

第２種内管工事士

本資格制度の概要、第２種内管工事士の作業内

容に応じた e ラーニング・座学講習、及び各種

配管工法による戸建新設配管工事を主とした実

技講習＊４

855 分 265 分

第１種内管工事士
第１種内管工事士の作業内容に応じた座学講

習、及び大口径ねじ配管による実技講習＊４
555 分 170 分

内管溶接管理士

本資格制度の概要、内管溶接管理士の作業内容

に応じた座学講習、及びフランジ接合の実技講

習

1355 分 150 分

内管溶接管理士

（低圧溶接資格保

有者等＊１向け）

上記４日間講習の４日目のみ

（中圧工事について）

（実技講習なし）

285 分 45 分

付
加
資
格

ねじ工事
小口径ねじ配管に係る座学講習及び実技講習

＊４ 205 分 125 分

活管工事
鋼管・ＰＥ管・鋳鉄管からの穿孔取出の実技講

習及び活管工事に係る安全教育 235 分 75 分

低圧溶接
低圧溶接の作業内容及び溶接工法に係る座学講

習（実技講習なし） 340 分 45 分

[第３種]

受講には 30 分前後で下記増設作業ができる技能が必要。

・ねじ配管に接続された既設の露出型ガス栓から、ねじ継手のみを使用してガス栓を増設。
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[第２種]

受講には３時間半前後で下図に示す配管を組むことができる技能が必要。

[第１種]

受講には２時間前後で下図に示す配管を組むことができる技能が必要。

[ねじ工事]

受講には１時間半前後で下図に示す配管を組むことができる技能が必要。
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３．資格試験による資格取得

(1) 資格試験の概要

資格試験は、「筆記試験」と「実技試験」からなり、「筆記試験」に合格した方のみが当該年度の

「実技試験」を１回に限り受験できます。各資格区分の試験日数は、次表のとおりです。

ただし、第１種内管工事士の資格試験は、第２種内管工事士資格の有無により、２種類の受験パ

ターンがあります。

○：各資格区分において実施する実技試験の内容

＊１「第１種内管工事士」の資格試験の筆記試験は、第２種内管工事士資格の有無により、出題範囲が

異なります。

＊２受験する講習機関又は回次によっては、「第２種内管工事士相当の内容」及び「第１種内管工事士相

当の内容」を１日で行う場合があります。

＊３「第１種内管工事士」の資格試験の実技試験は、「第２種内管工事士相当の内容」及び「第１種内管

工事士相当の内容」からなりますが、「第２種内管工事士」の資格を既に有している方は、「第２種

内管工事士相当の内容」が免除されます。

資格区分

日数

筆記試験
実技試験

第２種内管工事士

相当

第１種内管工事士

相当

第２種内管工事士 １日 １日 ○ －

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格

を有していない場合）

１日＊１ ２日＊２ ○ ○

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格

を有している場合）

１日＊１ １日 免除＊３ ○

不合格

筆
記
試
験
の
受
験

実
技
試
験
の
受
験

判

定

合格
資
格
取
得

不
合
格

判

定

不合格

合格

不
合
格
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(2) 資格試験の受験要件

資格試験を受験するには、申込日において各資格区分の受験要件のいずれか
．．．．

を満たしている必要

があります。

＊１実務経験とは講習の申込日までの経験期間をいいます。また、第２種、第１種の要件にある実務経験

期間の計○○以上とは、当該資格を受験申込するまでの実務経験の合計期間をいいます。

※再試験について

資格試験において，筆記試験に合格し当該年度の実技試験に不合格となった又は当該年度の実

技試験を受験しなかった工事人は，次年度末までに開催する資格試験において筆記試験が免除

され，１回に限り実技試験のみを受験することができ，当該実技試験に合格すれば資格試験合

格として資格を取得できます。なお、再試験については別冊の「内管工事資格制度 受験案内【再

試験用】」をご参照ください。

資格区分 受験要件

第２種内管工事士

①内管工事士のもとで、もしくは第３種内管工事士として計６ヶ月以上

の実務経験＊１を有し、かつ受講者として資格種に見合った一定の知

識・技能＊２を有していること

②過去に第２種もしくは第１種内管工事士の資格を保有していたことが

あり、かつ現在、受講者として資格種に見合った一定の知識・技能＊２

を有していること

③次のいずれかの公的資格を有していること

1)液化石油ガス設備士（液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化

に関する法律第 38 条の 4）であって配管用フレキ管講習及びポリ

エチレン管の施工に係る講習を受講済又は PE 管配管作業資格者

登録証（日本コミュニティーガス協会）を所持していること

2)1 級配管技能士（職業能力開発促進法第 44 条及び同施工規則第

61 条 第 1 項）

3)ガス主任技術者（甲種又は乙種・ガス事業法第 29 条）

4)１級管工事施工管理技士（建設業法第 27 条及び同施行令第 27 条

の３）

第１種内管工事士

①内管工事士のもとで，もしくは内管工事士として計１年以上の実務経

験＊１を有していること
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(3) 資格試験の受験料

資格試験の受験料は次表のとおりです。実技試験の受験料は、使用する材料・道工具を講習機関

が準備する場合と受験者が持参する場合の２通りあり、受講する講習機関により異なります。申込

の前に、キャンセルについては「Ⅵ. 受講・受験の取消による返金について」を、申込書受理後の

変更については「Ⅶ. 振替申請について」を参照してください。

(4) 資格試験の方法

(a) 筆記試験

＊１「第１種内管工事士」の資格試験の筆記試験は、第２種内管工事士資格の有無により、出題範囲が

異なります。

(b) 実技試験

＊１「第１種内管工事士」の資格試験の実技試験は、「第２種内管工事士相当の内容」及び「第１種

内管工事士相当の内容」からなりますが、「第２種内管工事士」の資格を既に有している方は、

「第２種内管工事士相当の内容」が免除されます。

＊２受験する講習機関又は回次によっては、「第２種内管工事士相当の内容」及び「第１種内管工事

士相当の内容」を１日で行う場合があります。

資格区分 受験料（税込み） 材料・道工具

筆
記
試
験

第２種内管工事士

6，2００円 （実技なし）

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有していない場合）

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有している場合）

実
技
試
験

第２種内管工事士
３９，９００円 講習機関が準備する

１３，７００円 受験者が持参する

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有していない場合）

６２，９００円 講習機関が準備する

１３，７００円 受験者が持参する

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有している場合）

３７，８００円 講習機関が準備する

１１，６００円 受験者が持参する

資格区分 解答方式 試験時間

第２種内管工事士

択一による記述方式

６０分

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有していない場合）＊１ １０５分

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有している場合）＊１ ４５分

資格区分 試験時間

第２種内管工事士 ２０５分

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有していない場合）＊１ ３３０分＊２

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有している場合）＊１ １２５分
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(5) 資格試験における試験科目

(a) 筆記試験

筆記試験は、次に掲げる科目の範囲内から、各資格区分の業務範囲に応じた内容を出題します。

別冊「受講要件として求める知識・技能の解説」の２ページから 17 ページに記載されている「資

格者として有すべき知識・技能水準」を参考としてください。

(ⅰ) 内管工事資格制度について

➢本資格制度の概要及び業務範囲について

(ⅱ) 都市ガスの基礎について

➢都市ガスの種類と性状、燃焼と爆発、ガス機器との適合性、供給方式、建物区分の概要、マ

イコンメーターの構造・機能、ガス警報器、ガス栓とガス機器の接続及びガス機器の給排

気設備などについて

(ⅲ) 内管工事の基礎について

➢内管工事の設計上の技術基準及び施工上の留意点について

(ⅳ) 工事災害の防止について

➢ガス事故の防止、労働災害の防止について

(b) 実技試験

実技試験は、各資格区分の業務範囲に応じた内容を出題します。別冊「受講要件として求める知

識・技能の解説」の 2 ページから 17 ページに記載されている「資格者として有すべきすべき知識・

技能水準」を参考としてください。

＜資格試験の実技試験＞

＊１「第１種内管工事士」の資格試験の実技試験は、「第２種内管工事士相当の内容」及び「第１種

内管工事士相当の内容」からなりますが、「第２種内管工事士」の資格を既に有している方は、

「第２種内管工事士相当の内容」が免除されます。

＊２受験する講習機関によって、使用する圧力測定器具と材料が異なる場合があります。各講習機関

の使用する圧力測定器具及び主な材料の種類については、別冊の「講習・資格試験・更新講習実

施予定表」の「講習機関別主な材料等一覧表」をご参照ください。なお、年度途中で材料等が変

更となる場合があります。受講・受験の際には受講票・受験票と同送されるリストをもとにした

準備が必要となります。

資格区分 作業内容の概要＊２

第 2 種内管工事士 第２種内管工事士の業務範囲に応じた技能を確認する内容

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有し

ていない場合）＊１

第１種内管工事士の業務範囲に応じた技能を確認する内容

（第２種内管工事士の業務範囲に応じた技能を確認する内容

を含む。）

第１種内管工事士

（第２種内管工事士資格を有し

ている場合）＊１

第１種内管工事士の業務範囲に応じた技能を確認する内容
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４．講習・資格試験の開催日時及び受講・受験会場

各講習機関における講習・資格試験の開催日時及び受講・受験会場については、別紙※「会場案内

図」をご参照ください。

※以下のとおり公開されているので、申込ガス事業者にてご用意ください。

講習・資格試験実施予定表：資格管理システムで公開

会場案内図：日本ガス協会正会員ホームページ

Ⅲ．講習・資格試験の申込方法

①提出書式の入手

②受講・受験料の振込み

③提出書式の作成→「Ⅳ．受講・受験に必要な書式の記入について」参照

１．受講・受験に必要な提出書式類

(1) 講習の受講に必要な提出書式類

講習の受講に必要な提出書式は、次のものです。なお、(a)、(c)、(e)については、所属するガス事業

者より最新版を入手してください。

(a) 講習受講申込書【「資格取得要領」様式１、様式２】

受講する資格区分ごとに専用の Excel 様式を使用してください。

➢受講要件の証明欄に次の内容についての記入をしてください。

(ⅰ) 指定工事店名及び代表者名（内管工事部門の責任者等の氏名）

(ⅱ) ガス事業者名及び代表者名（内管工事部門の責任者等の氏名）

→「３．受講・受験に必要な書式の提出

について」参照

→「５．受講・受験票の送付」参照

→「１．受講・受験に必要な提出書式類」

「２．受講・受験料の振込みについて」参照

申込みに必要な書式を準備する。

申込みに必要な書式を提出する。

受講・受験票を受領する。

講習を受講又は資格試験を受験する。

合否結果が通知される。

(第３種・第 2 種のみ)会場での講習受講

日までに e ラーニングを受講する。

→「６．合否の発表」参照

→「４．e ラーニングの受講」参照

受講・受験の申込みから合否結果の通知までの流れ
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➢受講・受験要件によっては、講習受講申込書、資格試験（筆記試験）受験申込書の「内管工

事等に関する実務経歴書＊」及び「誓約書＊」の記入が必要です。

(b) 該当する公的資格の免状又は資格証の写し

（実務経験に代わる公的資格により受講する場合）

➢ (a)の講習受講申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル として添付する。※

➢最新の公的資格の受講日等の記載分の写しも講習受講申込書に画像を JPG ファイル として添

付する。※

(c) ガス事業者が承認した溶接配管工事に関する実務経歴書【「資格取得要領」様式３】

（「内管溶接管理士」を他設備工事における溶接配管工事の現場責任者として１年 6 ヶ月以上の

実務経験を有していることを受講要件として受講する場合のみ提出が必要です。）

➢ガス事業者名及び代表者名（内管工事部門の責任者等の氏名）の記入をしてください。

(d) 必須 受講料を納付したことを証する書面（振込みの控え）

➢(a)の講習受講申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル(PDF でも可) として添付する※。

(e) 受講・受験料振込内訳書【「資格取得要領」様式４】

（受講料を指定工事店等が複数の申込書の分をまとめて振り込んだ場合）

➢この場合、(d)の「受講料を納付したことを証する書面（振込みの控え）」の画像を JPG ファイ

ルとして全ての申込様式に添付する※、また本内訳書(Excel 様式)を該当する受講申込全てに付

してください。※

➢ガス事業者名の記入が必要です。備考欄に対象者名を記載してください。

(f) 必須 目元が鮮明に写っている顔写真画像 1 枚（申込日前６ヶ月以内に撮影した無帽、無背景の

もの）写真が基準を満たしていない場合、申込書を返却させていただきます。不備となる写真の

事例は「（◎お申込みに使用する写真について◎ 29 ページ 参照）」を参考としてください。

申込書返却中に、希望回次が定員に達した場合は別の回次を選択していただくことになります

ので、予めご了承ください。

➢(a)の講習受講申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル として添付する※

(2) 資格試験の受験に必要な提出書式類

資格試験の受験に必要な提出書式類は、次のものです。なお、(a)、(d)については、所属するガス事

業者より最新版を入手してください。

(a) 資格試験（筆記試験）受験申込書【様式 5、6、７】又は資格試験(実技試験)受験申込書【様式

8、9、１０】

➢受講要件の証明欄に次の内容についての記入が必要です。

(ⅰ) 指定工事店名及び代表者名（内管工事部門の責任者等の氏名）

(ⅱ) ガス事業者名及び代表者名（内管工事部門の責任者等の氏名）

➢該当する受講・受験要件によっては、講習受講申込書、資格試験（筆記試験）受験申込書にあ

る「内管工事等に関する実務経歴書」欄及び「誓約書」欄への記入が必要です。
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(b) 該当する公的資格の免状又は資格証の写し

（実務経験に代わる公的資格により資格試験(筆記試験)を受験する場合）

➢最新の公的資格の受講日等の記載分の写しも必要です。

➢資格試験（筆記試験）受験申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル として添付してくださ

い※

➢実技試験の受験申込みに際しては必要ありません。

(c) 必須 受験料を納付したことを証する書面（振込みの控え）

➢資格試験受験申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル(PDF でも可) として添付してくだ

さい。※

(d) 受講・受験料振込内訳書【「資格取得要領」様式４】

（受験料を指定工事店等が複数の申込書の分をまとめて振り込んだ場合）

➢この場合、(c)の「受験料を納付したことを証する書面（振込みの控え）」は、(Excel 様式)に

画像を JPG ファイル として添付してください※また本内訳書(Excel 様式)を該当する受講申

込全てに添付してください。※

➢ガス事業者名の記入が必要です。備考欄に対象者名を記載してください。

(e) 必須 目元が鮮明に写っている顔写真画像１枚（申込日前６ヶ月以内に撮影した無帽、無背景

のもの）写真が基準を満たしていない場合、申込書を返却させていただきます。不備となる写真

の事例は「（◎お申込みに使用する写真について◎ 29 ページ 参照）」を参考としてくださ

い。申込書返却中に、希望回次が定員に達した場合は別の回次を選択していただくことになりま

すので、予めご了承ください。

➢受講申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル として添付してください※

（注意事項）：※に関しては、受講・受験申込書の申請がシステム化されたことに伴う提出方法となりま

す。後述の「３．受講・受験に必要な書式の提出について」をご覧下さい。

なお、申込書(Excel 様式)の記入方法やガス事業者への提出方法については、別紙の「内管工事資格制度

受講申請システムの概要【工事店向け】」を合わせてご覧ください。

２．受講・受験料の振込みについて

受講・受験を申し込む資格区分の受講・受験料を算出し、所定の銀行口座へ振り込んでください。

なお、振込手数料は受講・受験申込者のご負担となります
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

のでご了承ください。

(1) 受講・受験料（振込金額）の算出方法

「Ⅱ．資格の取得方法について」における講習・資格試験の受講・受験料を参照し、受講・受験料

（振込金額）を算出してください。基本資格と付加資格を同時に申し込む場合等、複数の申込書の

分を同時に申し込む場合は、全て合計して振込金額を算出してください。

＜受講・受験料（振込金額）の算出例＞
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例）材料・道工具は受講者が持参の回次に申込する場合

※金額については「Ⅱ．資格の取得方法について」参照

(a)基本資格のみを申し込む場合

➢第 3 種内管工事士の講習を、材料・道工具は受講者が持参し、（e ラーニング受講環境あ

り）にて申し込む場合

「第 3 種内管工事士講習の受講料：２７，５００円（税込み）」であるから、受講料（振込金

額）は２７，５００円 となる。

例）材料・道工具は講習機関が準備の回次に申込する場合

(b)基本資格と付加資格を同時に申し込む場合

➢第３種内管工事士の講習及びねじ工事の講習を、材料・道工具は講習機関が準備、（e ラーニ

ング受講環境あり）にて申し込む場合

「第３種内管工事士講習の受講料：５０，６００円（税込み）」、

「ねじ工事講習の受講料：３０，４００円（税込み）」、であるから、

受講料（振込金額）は５０，６００円＋３０，４００円＝８１，０００円 となる。

(2) 振込方法

(a)次の口座へ振り込んでください。

口 座 名 一般財団法人 日本ガス機器検査協会 内管工事資格口

お振込先 三菱ＵＦＪ銀行 志村坂上支店

普通口座 口座番号 １１５６７６７

注意事項：2020 年度より上記振り込み先を一元化し、ゆうちょ銀行の口座は廃止いたしました

のでご注意願います。誤って振込した場合は、ゆうちょ銀行から差戻しとなりますので、ご注意く

ださい。

＊振込みの控えに，①振込み日，②振込み依頼人名，③振込元の金融機関名の３点が記載されてい

ない場合は、必ず余白にご記入ください。（インターネットバンキングをご利用の場合は特にご注

意ください。）

(ⅰ) 各銀行の振込依頼書を使用する場合＊

銀行から手渡される振込金受取書等＊を講習受講申込書式、資格試験（筆記試験）受験申込

書式、又は資格試験（実技試験）受験申込書式に添付してください。

(ⅱ) ATM（現金自動預入支払機）を利用する場合＊

機械（ATM）からでてくる「ご利用控え＊」用紙のコピーを講習受講申込書、資格試験（筆

記試験）受験申込書、又は資格試験（実技試験）受験申込書に添付してください。

(ⅲ) ネットバンキングを利用する場合

「振込人名義」（個人名又は法人名）が記載されている「振込が完了したことを確認できる

画面＊」を印刷し、申込書式に添付してください。（ただし、振込人名義及び金融機関のフルネ
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ームが記載されていない場合、振込人名義及び金融機関のフルネームが明確にわかるように

「振込が完了したことを確認できる画面」を印刷した用紙に記入してください。）

正しく入金が完了されていなかった場合、未入金扱いとなり申込書が受理できなくなります

のでご注意ください。なお、「振込が完了したことを確認できる画面」印刷の控えは、大切に保

管してください。

(3) 受講・受験料の返却

受講･受験料は、申込書が受理できない場合、又は当協会の責に帰する場合は手数料を差し引いて受

講・受験料を返金します。

キャンセルについては「Ⅵ. 受講・受験の取消による返金について」を、申込書受理後の変更につ

いては「Ⅶ. 振替申請について」を参照してください。

(4) 領収書の発行

2023 年 10 月より、すべての講習種別・受講者を対象に領収書を発行します。領収書は申請ガス

事業者を通し、資格管理システムでダウンロードしてください。

３．受講・受験に必要な書式の提出について

(1) 書式の流れ

＜申し込み書式の流れ＞

(2) 書式の提出先

受講・受験申込者は、受講・受験に必要な書式を指定工事店経由でガス事業者へ専用メール

アドレスへ送付願います（メールの宛先は所属のガス事業者に確認願います）。

その後、申込ガス事業者から運営機関へ資格管理システムにより申請が行われ、申し込み完了とな

ります。

なお、ガス事業者以外からの申込みは一切受付けません
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

。

(3) 書式の提出期限

ガス事業者から運営機関への申し込みは、講習・資格試験の開催日の 2 ヶ月前の同日（土曜、日

曜、祝日、休日の場合には、その前日）が締切りになります。

※ 指定工事店
．．．．．

（
．
受講
．．

・
．
受験申込者
．．．．．

）
．
がガス事業者に書式を提出する際の提出期限については
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

、
．
所属
．．

するガス事業者にご確認ください。
．．．．．．．．．．．．．．．．

ガ
ス
事
業
者

運営機関
（一般財団法人

日本ガス機器検

査協会）

指定工事店

受講・受験申込者

受講・受験申込者

（開催日の

2 ヶ月前

に締切り）

申込専用メール

アドレスへ送付 システムから申請
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４．e ラーニングの受講

第 3 種内管工事士、第 2 種内管工事士の資格取得講習は、e ラーニングによる事前学習が必要にな

ります。会場での座学講習の内容は、e ラーニングで学習した内容の補足と、工事災害の防止に関する

カリキュラムのみですので、下記要領に則り、会場での講習初日までに必ず e ラーニングを受講してく

ださい。なお、e ラーニングの受講環境が無い方は(7)を参照ください。

(1) 受講環境の確認

・受講の申込前に、下記手順で受講環境確認用サイトに接続し、e ラーニングの受講環境が整ってい

ることを確認してください。

・インターネットに接続できる PC またはスマートフォンを用意できない場合、または、受講環境確

認用サイトで、正常に受講できない場合は、「(7)受講環境がない方」に則り、受講してください。

【確認手順】

１．インターネットに接続できる PC またはスマートフォンで

受講環境確認用サイト（下記 URL）に接続する。

https://www.i-netschool.com/naikankouji-shikaku/

（接続方法①）右の QR コードを読み取って接続する。

（接続方法②）直接 URL を入力する。

＜要注意！＞

PC で直接 URL を入力する場合、特に以下の内容に注意してください。

入力する部分について

画面上部の赤枠部分（赤い矢印の先端部分）に URL を入力してください。

検索ボックス（赤い×印部分）に入力すると、ログイン画面が正しく表示されません。

正しいログイン画面

正しいログイン画面には、e-ラーニングに関するお問い合わせの電話番号が記載されています。ログイン画

面に電話番号が記載されていない場合は、別のページを表示している可能性が非常に高いので、再度上記の入

力部分に入力して画面遷移をお試しください。

Edge の場合 Yahoo の場合

Google の場合 正しいログイン画面



20

(2) 講習テキストの入手

・e ラーニングの受講時に講習テキスト（「制度編・基礎編」、「実務編」ともに）を使用しますので、

事前に入手してください。

・講習テキストの購入方法は 35 ページ「Ⅴ．３．講習テキストの購入申込み」をご参考ください。

(3) 受講期間

・会場での講習受講日の約 1 ヶ月前（1 ヶ月前が土日祝日の場合は翌営業日）から受講できますので、

会場での講習初日までに受講して下さい。なお、講習最終日まで受講することができます。

(4) 受講用 ID 及びパスワード

・受講用 ID とパスワードはそれぞれ以下のとおりです。

２．受講環境確認用サイトにログインする。（確認用 ID のパスワードは変更しないでください）

ユーザーID：check1234

パスワード：Check1234567（最初の C は半角大文字）

３．トップ画面左上の e ラーニングをクリックする。

４．講座名「動作確認用講座」をクリックする。

５．動画を確認する。

①学習項目「【動画】動作確認」をクリックする

②再生ボタンを押して、動画再生されるか確認する

６．テストを確認する。

①テスト名「【理解度テスト】動作確認」をクリックする

②説明文を読み、画面上の「進む」をクリックする

③問題に回答し、画面上の「採点」をクリックする

（テストの採点結果（点数）がメッセージで表示されます）

④上記表示を消去すると、各問題の自身の解答に対する

採点結果が表示されるので確認する

（自身の解答が「●」にて表示され、「●（青色）」が正解で、

「●（赤色）」が不正解です。）

・画面上の「解説」をクリックすると解説が確認できます。

（正解の選択肢「●（青色）」と解説が表示されます）

・画面上の「正解」をクリックすると正解が確認できます。

（正解の選択肢「●（青色）」が表示されます）

⑤画面上の「終了」をクリックする

【推奨環境】

【e ラーニングに関する問い合わせ先】

日本ガス協会 e ラーニング事務局（関西ビジネスインフォメーション株式会社）

メールアドレス：i-net@kbinfo.co.jp

電 話 番 号 ：ログイン画面に記載しています。

受 付 時 間 ：平日９時～１７時３０分（１２時～１３時は除く）

※お名前、ユーザーID（不明な場合はなしでも結構です）、会社名をご連絡ください。

デバイス OS ブラウザ

パソコン Windows1１ ・Google Chrome 最新版

・Microsoft Edge 最新版

スマート

フォン

iPhone iOS16 以上 Safari 最新版

Android Android14 以上 Google Chrome 最新版
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受講用 ID：８桁の受講番号 + 2026

パスワード：Jia ＋生年月日（数字 8 桁）＋年度（数字 4 桁）

※最初の“J”は半角大文字。

（パスワードの例：1981 年 8 月 4 日生まれの場合は「Jia198108042026」）

パスワードは初回ログイン時に変更していただく仕様となっております。（英字の大文字・小文字、

数字を各 1 文字以上含んで 12 桁以上）

※5 回連続でパスワードを間違えるとアカウントがロックされます。しばらく時間をおいてから、

再度ログインください。

・会場での講習受講日の約１ヶ月前に 8 桁の受講番号が発行されますので、申込ガス事業者に確認し

てください。

(5) 受講手順

・お手元に講習テキストをご用意のうえ下記手順で受講してください。

・各カリキュラムは映像教材と理解度テストで構成されています。理解度テストはその場で採点され、

解答の解説も確認することで理解が深められる構成になっています。

・カリキュラムを最後まで受講すると、重要事項を集めた模擬試験を受験することができます。

【申込ガス事業者へのお願い】

会場での講習受講日の約１ヶ月前に、受講管理システム上で8桁の受講番号が発行されますので、

できるだけ早急に受講者に受講番号をお伝えください。

【受講手順】

１．インターネットに接続できる PC またはスマートフォンで

e ラーニングのサイト（下記 URL）に接続する

https://www.i-netschool.com/naikankouji-shikaku/

（接続方法①）右の QR コードを読み取って接続する。

（接続方法②）直接 URL を入力する。

＜要注意！＞

PC で直接 URL を入力する場合、特に以下の内容に注意してください。
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入力する部分について

画面上部の赤枠部分（赤い矢印の先端部分）に URL を入力してください。

検索ボックス（赤い×印部分）に入力すると、ログイン画面が正しく表示されません。

正しいログイン画面

正しいログイン画面には、e-ラーニングに関するお問い合わせの電話番号が記載されています。ログイン画

面に電話番号が記載されていない場合は、別のページを表示している可能性が非常に高いので、再度上記の入

力部分に入力して画面遷移をお試しください。

２．受講用 ID 及びパスワードを入力しログインする

※受講用 ID 及びパスワードは「４．(4) 受講用 ID 及びパスワード」を参照してください。パスワードは

初回ログイン時に変更していただく仕様となっております。（英字の大文字・小文字、数字を各 1

文字以上含んで 12 桁以上）

３．トップ画面左上の e ラーニングをクリックする

４．テキストのダウンロードページから、テキストを

ダウンロードする

５．カリキュラム一覧の上から順番に受講する

Edge の場合 Yahoo の場合

Google の場合 正しいログイン画面

クリック
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(１) 映像教材による学習

①「講義」をクリックする

②再生ボタンをクリックする（映像がスタートします。）

③映像を最後まで視聴したら、「終了」をクリックする

（「戻る」をクリックするとカリキュラム一覧に戻ることができます）

(２) 理解度テスト

①「理解度テスト」をクリックする

②問題に回答し、画面上の「採点」をクリックする

（テストの採点結果（点数）がメッセージで表示されます）

③上記表示を消去すると、各問題の自身の解答に対する採点結果が表示されるので、正解か不正解か確認

する

（自身の解答が「●」にて表示され、「●（青色）」が正解で、「●（赤色）」が不正解です。）

④画面上の「解説」をクリックし、解説を確認する

（正解の選択肢「●（青色）」と解説が表示されます）

⑤「終了」をクリックする

⑥「戻る」をクリックし、カリキュラム一覧に戻る

６．全てのカリキュラムを受講後、一覧で全ての

カリキュラムが「修了済」の表示になっている

ことを確認する

一つでも「未受講」になっていると、修了して

おりませんのでご注意ください
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(6) 注意事項

・全てのカリキュラムを受講してください（各カリキュラムの受講に要した時間を記録しております）。

・初めてログインしたときは「はじめに」のみがクリックできるようになっています。各講座の修了

条件を満たすと、次の講座名をクリックできるようになります。

・全てのカリキュラムを１日で学習しようとすると、非常に長時間（映像教材と理解度テストで合計

約８時間）になりますので、すきま時間などを利用して、少しずつ学習していくことをお勧めしま

す。（学習例：1 日約 1 時間ずつ学習し、８日間で全てのカリキュラム受講完了）

(7) 受講環境がない方

(a) 映像教材及び理解度テストの入手

・会場での講習受講日の約１か月前に、申込ガス事業者から映像教材の DVD を借りて下さい。

・申込ガス事業者から理解度テストを入手してください。

(b) 講習テキストの入手

・映像教材による事前学習の際に講習テキスト（「制度編・基礎編」、「実務編」ともに）を使用しま

すので、事前に入手してください。

・講習テキストの購入方法は 35 ページ「Ⅴ．３．講習テキストの購入申込み」をご参考ください。

なお、既に講習テキスト（表紙に[2018 年 3 月改訂]とあるもの）を所有している場合は、新た

に購入する必要はありません。

※その他詳細は e ラーニングの受講マニュアルをご参照ください。

【申込ガス事業者へのお願い】

・受講環境がない方の受講申込があった場合、運営機関から申込ガス事業者に映像教材の DVD

を貸し出しますので、該当の受講者に貸し出してください。

・誰に DVD を貸し出したか確実に管理し、受講期間を終えたら約１週間を目途に受講者から

回収してください。

・既に申込ガス事業者に貸し出した DVD が受講期間を過ぎている状態で、新たに受講環境が

ない方の受講申込があった場合は、その保有している DVD を該当の受講者に貸し出してく

ださい（複数の受講者の受講期間が重複している場合以外、基本的に追加の貸し出しは行い

ません）。

・映像教材の更新がある場合等、DVD を回収させて頂きますので、申込ガス事業者にて適切に

保管・管理頂きますようお願いいたします。

【申込ガス事業者へのお願い】

・受講環境がない方の受講申込があった場合、運営機関から申込ガス事業者に理解度テストの

冊子をお送りしますので、該当の受講者にお渡しください。



25

(c) 受講期間

・会場での講習受講日の約 1 ヶ月前から、会場での講習初日までに受講してください。

(d) 受講方法

・映像教材を視聴し、カリキュラムごとに理解度テスト（問題編）を実施してください。理解度テ

ストを実施した後、理解度テスト（解答編）で解答の解説を確認し理解を深めてください。

(e) 注意事項

・模擬試験はありませんので、ご了承ください。

・会場での講習受講後、約１週間を目途に申込ガス事業者に映像教材の DVD を返却してください。

５．受講・受験票の送付

(1) 受講・受験票の送付

受講・受験票は、各講習・資格試験の開催１ヶ月から３週間前頃までに、申込ガス事業者が資格

管理システムより印刷をし、指定工事店宛へ送付します。＜操作ガイド ４.受講・受験受付-２１参

照＞

講習・資格試験の開催 10 日前になっても受講・受験票が到着しないときは、申込ガス事業者ま

でお問い合わせください。また、受講・受験票を紛失した場合も同様です。

(2) 受講・受験票の取扱い

(a) 受講・受験票が届いたときには、申込資格区分、開催講習機関、開催会場、開催日時、材料・道

工具の準備に関する条件を必ず確認してください。また、受講・受験票に記載された、受講・受験

に関する注意事項についても必ず確認してください。

(b) 受講・受験票は大切に保管し、受講・受験当日に持参してください。受講・受験票を持参しない

場合には受講・受験ができないことがあります。

(c) 受講・受験に関する一切の事務処理は受講番号又は受験番号に基づいて行いますので、受講番号

又は受験番号は必ず別に控えておいてください。

(d) 受講・受験票は、講習・資格試験の終了後も合否結果が届くまで大切に保管してください。

ガ
ス
事
業
者（開催日の３週間前頃

までに送付）

指定工事店

受講・受験申込者

受講・受験申込者
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６．合否の発表

(1) 講習の修了者及び資格試験（実技試験）の合格者に対しては、資格証を発行し、申込ガス事業者

宛に送付します。（この場合、合格通知は発行されません。）

(2) 資格試験（筆記試験）の合格者、及び基本資格と付加資格を同時に受講した場合の付加資格のみ

の合格者に対しては、合格通知を発行し、申込ガス事業者宛に送付します。

(3) 講習の未修了者及び資格試験の不合格者に対しては、不合格通知を発行し、申込ガス事業者宛に

送付します。

(4) 上記(1)、(2)、(3)のいずれについても、講習又は資格試験の開催日から 1 ヶ月程度で結果を通知

する予定です。

７．受講・受験会場の変更等

講習機関が設定する定員を超えた申込みがあった場合、又は講習機関が準備可能な材料・道工具数を

超えた申込みがあった場合などには、受講・受験の申込みをお断りさせていただくことがあります。な

お、受講・受験申込者との調整により、次のような変更をさせていただくこともあります。

(1) 他の開催日時での受講・受験

(2) 他の開催講習機関・開催会場での受講・受験

Ⅳ．受講・受験に必要な書式の作成について

１．受講・受験申込書を記入する際の注意事項

受講・受験に必要な書式は、次の事項及び工事店向け説明資料をよく読んで、誤りのないように注意

してください。

(1) 受講・受験に必要な書式については、1４～1６ページの「Ⅲ．講習・資格試験の申込方法」の「１．

受講・受験に必要な提出書式類」をご参照ください。

(2) 記載事項は、下記(3)～(22)及び記入例（31 ページ）を参考にしてください。

＜共通事項＞

(3) 申込書の作成はガス事業者の担当者に最新の様式を入手してください。

(4) 申込者の所属する指定工事店が“指定工事店名”と“代表者名”を記入し、ガス事業者が“申込年

月日”、“指定工事店コード”、“ガス事業者名”、“代表者名”を記入してください。なお、“受講・

受験要件の証明（所属指定工事店）”欄には、指定工事店名及び代表者名（内管工事部門の責任者

等の氏名）を記入、“受講・受験要件の証明（所属ガス事業者）”欄には、ガス事業者名及び代表者

名（内管工事部門の責任者等の氏名）を記入してください。

(5) 受講・受験要件によらず、既に内管工事士資格を有している方は資格番号を記入してください。

(6) 複数のガス事業者や指定工事店に所属する工事人が、初めて内管工事士を受講もしくは受験する

際、申込時の手続きにより資格取得と同時に複数ガス事業者に所属することができます。同時所
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属を希望する場合、講習受講申込書又は資格試験(実技試験)受験申込書の下段にあるチェック欄に

記入してください。このとき､受講申込と同時（1 週間以内）に､申請ガス事業者以外に所属する

ガス事業者から登録事項変更の申請手続きをシステムより行ってください（資格番号の無い方が

対象の手続きです。）。資格を取得した際に交付される資格証には、登録されたガス事業者名が印

刷されます。登録事項変更届の手続きが 1 週間以内にシステムにて行われない場合は同時所属の

受付はできません。

【資格管理要領 旧様式２－２ 登録事項変更届】の手続きは、講習等申込後に期限内にシステ

ムにて登録手続きを行わない場合、後日【資格管理要領 旧様式２－２ 登録事項変更届】と【資

格管理要領 様式 1 登録事項変更届兼資格証再交付申請書】をご提出いただき、有償（２，６０

０円（税込み））にて資格証の再交付が必要になります。

受講・受験申込者が内管工事士資格保有者の場合は、所属するガス事業者や指定工事店が、すで

に登録されているので、【資格管理要領 旧様式２－２ 登録事項変更届】は、上位資格の取得時

にシステムによる手続きはできません。

(7) (6)の場合に添付する【資格管理要領 旧様式２－２ 登録事項変更届】は、申込者ごとにシステ

ムより申請してください（資格番号は不要）。

(8) 写真画像は、申込日前６ヶ月以内に、脱帽して撮影したもの、背景が無地（タテヨコ比 4：3）の

ものを１枚用意し、資格試験受験申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル として添付してく

ださい

この写真が資格証の写真となります。資格証に印刷した際に本人確認しづらくなる写真は使用で

きません。正面を向いた目元の鮮明な顔写真画像を添付してください。

写真の不備の事例を確認し、写真を用意してください。（◎お申込みに使用する写真について◎

29 ページ 参照）

(9) 受講・受験を希望する回次、講習の開始日（又は資格試験の試験日）及び講習機関名を記入してく

ださい。

(10) 該当する受講・受験要件の左欄に○印を記入してください。資格試験（筆記試験）受験申込書の

場合は、該当する資格区分の欄に○印を記入してください。

(11) 振込みの控えは講習受講申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル として添付してください。

※公的資格の写しを貼付する場合は、講習受講申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル として

添付してください

※なお、受講・受験料を指定工事店等が複数の申込書の分をまとめて振り込んだ場合は、振込みの

控えは「受講料を納付したことを証する書面（振込みの控え）」の画像を JPG ファイル として

内訳となる全ての申込様式に添付して下さい

※本内訳書(Excel 様式)を該当する受講申込全てに添付してください。（入金確認作業に必要です）

(12) 個人情報の取扱いについては、「Ⅶ．個人情報の取扱いについて」をご確認ください。

＜講習（第３種、第２種、第１種、内管溶接管理士）を申し込む場合＞

(13) 該当する受講要件によっては、講習受講申込書の裏面にある「内管工事等に関する実務経歴書」
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欄及び「誓約書」欄への記入が必要です。

(14) 実務経験に代わる公的資格を要件として受講する方は、公的資格の免状又は資格証の写しを講

習受講申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル（PDF 可） として添付してください

(15) 講習に使用する材料・道工具について、開催回次により持ち込みの可否が定められています。そ

の定めに従い、“講習機関が準備するものを使用する”又は“受講者が講習機関に持参する”のど

ちらかに必ず○印を記入してください。ただし、第１種内管工事士資格保有者が内管溶接管理士

講習を受講する場合は、”道工具不要”に〇印を記入してください

(16)e ラーニングを用いている講習を申込む場合は、e ラーニングの受講環境が整っているかを受講

環境確認サイトで確認し、“e ラーニングの受講環境がある”又は“e ラーニングの受講環境がない”

のどちらかに必ず○印を記入してください。受講環境の確認方法は 19 ページ「Ⅲ． ４．e ラー

ニングの受講 (1)受講環境の確認」をご参照ください。

(17) 内管溶接管理士の講習を申し込む際に、受講要件として実務経歴書が必要な場合は、「溶接配管

工事に関する実務経歴書（様式３）」を講習受講申込書(Excel 様式)に画像を PDF として添付し

てください。

＜講習（ねじ工事、活管工事、低圧溶接）を申し込む場合＞

(18) 低圧溶接を申し込む場合、受講要件によっては、講習受講申込書にある「内管工事等に関する実

務経歴書」欄及び「誓約書」欄への記入が必要です。

(19) 講習に使用する材料・道工具について、開催回次により持ち込みの可否が定められています。そ

の定めに従い、“講習機関が準備するものを使用する”又は“受講者が講習機関に持参する”のど

ちらかに必ず○印を記入してください。ただし、低圧溶接講習を受講する場合は、記入する必要

はありません。

＜資格試験（筆記試験）を申し込む場合＞

(20) 該当する受験要件によっては、資格試験（筆記試験）受験申込書にある「内管工事等に関する実

務経歴書」欄及び「誓約書」欄への記入が必要です。

(21) 実務経験に代わる公的資格を要件として受験する方は、公的資格の免状又は資格証の写しを講

習受講申込書(Excel 様式)に画像を JPG ファイル として添付してください。

＜資格試験（実技試験）を申し込む場合＞

(22) 実技試験に使用する材料・道工具について、開催回次により持ち込みの可否が定められています。

開催回次情報に従い、“講習機関が準備するものを使用する”又は“受験者が講習機関に持参する”

のどちらかに必ず○印を記入してください。
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◎お申込みに使用する写真について◎

申込の電子申請化に伴い、原則、写真はデータにてご用意いただきます（顔写真は資格証の

写真となります。）。以下の点、ご注意ください。

・縦横比 4：3 で撮影してください 。

・顔写真の推奨サイズは「300×400pixel」サイズ（300dpi 程度）です。画像ファイル情報の「サ

イズ」を確認してください。

・顔写真の背景の空間が大きくなりすぎないように撮影してください。

・証明写真機を使用する場合は 運転免許証用 のものを指定してください(30mm x 24ｍｍ)。

・６ヶ月以内に撮影したものであること。

・上三分身 胸から上の写真 。

・正面向きで、帽子・サングラス・マスクをつけていないもの。

・背景や影がなく、背景の色は白または薄い色のもの。

・目を開き、白目黒目の境目が見えていること。

【正しい写真の例】

【不備となる写真の例】（申込書を返却させていただきます）

位置の片寄り 顔が斜め向き 顔に傾き 椅子などの背景有 背景に影

背景に柄がある 既定のサイズでない 眼鏡のフレームが フレームが太く

小さい例 大きい例 目にかかっている 顔を覆っている
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眼鏡に反射有 頭部が大きく隠れる 帽子着用 サングラスの着用 顔の一部隠れ

マスクなどで 頭髪が大きく 目の開きが

前髪が目にかかる 顔が隠れる 顔の面積が小さい メガネでぼやける 小さいもの

赤目のもの 表情が大きい 顔に影 ブレ・不鮮明 画像の乱れ

ドットが入っている ギザギザになる 画像処理での変形 汚れが多い 色味が不自然
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２．講習受講申込書式記入例

2026 年版の様式以外は受理できません記入例

写真は本人確認ができる目元の鮮明な写真を使用する。

ｊｐｇファイルで用意し、「顔写真添付ボタン」で添付。

資格取得と同時に複数のガス事業者に所属する場合には、上記のチェ

ック欄を記入のうえ、当該申込書のガス事業者以外の他ガス事業者へ

本申込について通知してください。通知されたガス事業者がシステム

にて採用登録した場合、資格証にガス事業者名が記載されます。）

概ね、1 週間程度で届出が無い場合、同時登録は不可となります(資格

取得後、資格証再交付が必要(手数料が必要となります))。

“受講要件の証明（指定工事店）”欄は、指

定工事店にて指定工事店名及び代表者名

（内管工事部門の責任者等）を記入。

“受講要件の証明（ガス事業

者）”欄は、ガス事業者にてガス

事業者名及び代表者名（内管工

事部門の責任者等）を記入して

ください。

受講申込者は本書と「説明資

料【工事店向け】」を確認の上、

手続きをしてください。

ｅラーニングの受講環境の有無を選択。

様式1（第2種用）（2026）

2026
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実務経歴書

内管工事士のもと、または内管工事士として従事した現場名を記載して

ください。その際、従事した現場の施工内容の概要が分かるように

可能な限り記載してください。

「内管工事等に関する実務経歴書」の内容（実務経験期間、現場名、現場所在地、工事期間）

が事実であることを誓約していただきます。虚偽の申請に対しては資格取り消し措置となる

ことをご理解いただき、申込者がチェックしてください。

振込手続きした金融機関コードと

金融機関名を記入してください。

[(添付)顔写真]に顔写真 jpg フ

ァイルと[(添付)1]に振込控えが

添付されていないとエラーとな

ります。

②[確認]ボタン

を押して→の

メッセージが表

示されたら提出

可能となります。

①最後に[確認]ボ

タンを押してくだ

さい。未記載の内

容がある場合は順

に表示されます。

様式1（第3種用）（2026）
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Ⅴ．受講・受験者の注意すべき事項

１．講習を受講する際の注意事項

(1) 講習テキスト（「制度編・基礎編」、「実務編」ともに）を事前に入手し、講習当日に持参

してください。講習テキストの購入方法は 35 ページ「Ⅴ．３．講習テキストの購入申込み」

をご参考ください。また、第 3 種内管工事士、第 2 種内管工事士の資格取得講習は、講習

当日までに e ラーニングを受講する際に、講習テキストが必要になりますのでご注意くだ

さい。

(2) 講習当日は、受講票を必ず持参
．．．．．．．．

してください。なお、受講票を持参しない場合には、受講

できないことがあります。

(3) 講習当日は、筆記用具（鉛筆又はシャープペンシルとプラスチック消しゴム）、電卓（電

子卓上計算機）を必ず持参してください。ただし、修了試験時に電卓（電子卓上計算機）を

使用することは認めません。

(4) 講習会場によっては、受講者用の駐車場がない場合がありますので、その場合は、公共の

交通機関を利用してください。各講習会場の詳細については、正会員通知サイト内の「会場

案内図」をご参照ください。

(5) 講習中は講師の指示に従ってください。指示に従わない場合は、講習中であっても退出し

てもらうことがあります。

(6) 講習会場は禁煙です。喫煙は所定の場所で行ってください。

(7) 実技講習を行う講習については、長袖作業着、安全靴、保護帽（ヘルメット）、軍手を持

参し、着用した上で受講してください。なお、長袖作業着、安全靴、保護帽（ヘルメット）、

軍手を持参しない場合には、事故防止のため、受講することはできません。（貸出しは一切

行いません。）

(8) 受講者が材料・道工具を持参して受講する場合は、必要な材料・道工具を確実に持参して

ください。持参した材料・道工具に不足があった場合でも、貸出しは一切行いません。なお、

ガス事業者から受講票を送付する際に、受講に必要な材料・道工具の一覧を同封致します。

(9) 修了試験（筆記試験・実技試験）の際、万一、不正があった場合は、当該受講者は未修了

となります。なお、筆記修了試験の際に不正があった場合、当該受講者は実技修了試験を受

験することはできません。

(10) その他の修了試験（筆記試験・実技試験）に関する注意事項については、「２．資格試

験を受験する際の注意事項」をご参照ください。

(11) 受講票は講習終了後、各自で必ず持ち帰って、合否結果が届くまで大切に保管してくだ
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さい。

２．資格試験を受験する際の注意事項

(1) 筆記試験・実技試験の共通事項

(a) 試験当日は、試験実施にあたっての注意事項の説明を行うので、必ず試験開始時刻まで
．．．．．．．．

に試験会場に集合してください
．．．．．．．．．．．．．．

。（遅刻した場合は、受験できない場合があります。）

(b) 試験当日は、受験票を必ず持参
．．．．．．．．

してください。なお、受験票を持参しない場合には、受

験できないことがあります。

(c) 試験会場によっては、受験者用の駐車場がない場合がありますので、その場合は、公共

の交通機関を利用してください。各試験会場の詳細については、別冊の「会場案内図」を

ご参照ください。

(d) 試験中は試験官の指示に従ってください。指示に従わない場合は、不合格とみなして退

出してもらうことがあります。

(e) 試験会場は禁煙です、喫煙は所定の場所で行ってください。

(f) 講習テキストや供給管・内管指針、ガス事業者の作業マニュアル等の筆記試験・実技試

験の参考となる資料の持込みは禁止します。

(g) 万一、不正があった場合は、当該受験者の資格試験は不合格となります。

(2) 筆記試験の注意事項

(a) 携帯電話等の通信機器は、試験会場内では必ず電源を切り、机の上には置かないでくだ

さい。携帯電話等の通信機器は、時計としての使用も禁止します。

(b) 指定された席で受験してください。それ以外の席で受験すると、欠席扱い又は不合格と

なる場合があります。

(c) 試験室内での試験問題等の写真撮影は禁止します。

(d) 筆記用具（鉛筆又はシャープペンシルとプラスチック消しゴム）、眼鏡、ルーペ、及び

時計（時計機能だけのもの）は、筆記試験中に机の上に置くことができます。なお、筆記

用具、眼鏡、ルーペ、及び時計等の貸出しは一切行いません。必要なものは全て持参して

ください。

(e) 電卓（電子卓上計算機）、パソコン（電子計算機）、及び計算尺の持ち込み、使用は禁じ

ます。

(f) 万一、不正があった場合は、当該受験者の筆記試験は不合格となります。
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(g) 試験の解答用紙は、必ず提出のうえ、退場してください。受験者による解答用紙の持ち

帰りは厳禁とします。

(h) 受験票は筆記試験終了後、各自で必ず持ち帰って、合否結果が届くまで大切に保管して

ください。

(3) 実技試験の注意事項

(a) 長袖作業着、安全靴、保護帽（ヘルメット）、軍手を持参し、着用した上で実技試験を

行ってください。なお、長袖作業着、安全靴、保護帽（ヘルメット）、軍手を持参しない

場合には、事故防止のため、受験することができません。（貸出しは一切行いません。）

(b) 受験者が材料・道工具を持参して受験する場合は、必要な材料・道工具を確実に持参し

てください。材料・道工具に不足があった場合でも、貸出しは一切行いません。なお、ガ

ス事業者から受験票を送付する際に、受験に必要な材料・道工具の一覧を同封致します。

(c) 受験者が材料・道工具を持参して受験する場合は、指定された数量を超えた材料・道工

具を試験会場に持ち込むことはできません。

(d) 受験票は実技試験終了後、各自で必ず持ち帰って、合否結果が届くまで大切に保管して

ください。

３．講習テキストの購入申込み

(1) 所属するガス事業者から専用の「講習テキスト購入申込書」【「資格取得要領」様式 11

】を入手してください。

(2) 太線枠内に必要事項を記入した上で、メールにより、「講習テキスト購入申込書」を運営

機関に送付してください。メール送付先 jia-naikan@jia-page.or.jp

(3) 専用の「講習テキスト購入申込書」（最新版）以外による申込みは、受付けません。

※受講する日の少なくとも 1 週間前までにお申し込みください。直前の場合、受講時に間に

合わないことがございます。

※テキストと同送の「請求書」をご確認の上、1 ケ月以内にお支払いをお願いします。未納

の場合、所属のガス事業者を通じてご連絡させていただくことがございます。

※テキストのお申込み後、送料のみ着払いにて発送いたします。受け取りが可能な配達先と

してください。
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Ⅵ.受講・受験の取消による返金について
<受講・受験取消申込の場合の書類提出の流れ>

１．取消のための手続き

（1）受講・受験申込者は、やむを得ない事由で、講習・試験の取消を希望する場合、取消申込書（様

式 12）の原本をガス事業者を通じて速やかに運営機関へ送付してください。運営機関へのお電

話による取消(キャンセル)の連絡、受講申込者や指定工事店からの直接の送付は、取消(キャンセ

ル)できませんので、ご注意ください。（受講・受験取消申込の場合の書類提出の流れ参照）

（2）ガス事業者が取消申込書（様式 12）原本を、講習・試験開催日の初日から 1 ヶ月前の同日付

（土日祝日の場合、「直前営業日」となります）必着で運営機関に送付し、運営機関で取消申込

書の記入内容に不備がないことが確認できた場合は、運営機関は受領し、受講・受験申込の取消

の手続きを行います。

その場合は、受講・受験料から取消返金手数料 11,000 円(税込)を差し引いた金額を返金いた

します。（取消返金手数料が受講・受験料を上回る場合は返金いたしません。）

ガス事業者から運営機関に送付された取消申込書の書類の到着が 1 ヶ月前の同日付（土日祝日

の場合、「直前営業日」となります）翌日以降になった場合は、返金できませんので、ご注意く

ださい。

（3）講習・試験開催日の初日から１ヶ月前同日の翌日以降、受講・受験日当日までの取消に関して

は取消申込書の送付は不要です。この場合、受講・受験料の返金はできません。

ただし、受講・受験されない旨を所属のガス事業者を通して必ず運営機関へ連絡してください。

（4）事故防止のため、送付の際は簡易書留等配達の記録が残る方法、もしくは到着日が確認できる

方法で送付してください。

（5）取消申込書の記入内容を指定工事店、ガス事業者が確認しますので、受講・受験申込者は、早

めに手続きしていただくようお願いいたします。

（6）ガス事業者は、指定工事店から送付された取消申込書の内容を確認し、運営機関(JIA 内管工事

士資格センター)へ送付してください。送付する際は、封筒の宛名の横に必ず【取消申込書在中】

と記載してください。（宛名書式参照）

（7）取消申込書の必要事項の内容に記入が無い場合、あるいは、不備がある場合は、運営機関は受

領できませんので、ご注意ください。

（8）運営機関が取消申込書を受領した後は、取消申込の撤回はできません。講習・資格試験の受講・

受験を希望する場合は、改めてお申し込みください。他の回次への振替などの変更はできません。

また、受講者・受験者の変更もできません。

（9）基本資格と同時申込の付加資格は基本資格の取消申込と同時に取消扱いとなります。取消申込

書にどちらの回次も記入してください。その場合、それぞれの受講・受験料から取消返金手数料

を差し引いた金額を返金致します。付加資格のみの取消申込は可能です。

ガ
ス
事
業
者取消申込書を

送付

運営機関
（一般財団法人

日本ガス機器検

査協会）取消申込書を

送付

指定工事店

受講・受験

取消申込者

（ 開催日の１ケ月前必着 ）
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（10）返金は取消申込書に記入された金融機関口座へ振り込みます。振込日は、取消申込申書受付

翌月の 27 日前後です。

（11）取消申込書は内容確認等の問い合わせのため、控え（取消申込書の写し）を保管してくださ

い。

２．宛名書式
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３．取消申込書記入例

申込取消の理由を記入してくださ

い。

講習機関名、申込した材料道工具

の種別に〇をつけてください。

講習開催日の 1 ケ月前(土日祝は

直前営業日)の日付を記入してく

ださい。この日付が返金手続き締

切日となります（必着です）。

金融機関名、支店名は

コード番号も記入してください

（インターネット等で検索できま

す）。

返金先の口座名義は正確に記入

してください(誤りがある場合手

続き保留となります)株式会社の

場合、 カ） もしくは （カ）

カブシキカイシヤもしくは ．カブ

など正確に記入してください。

設

備
田

中

取消す回次番号と開催日を記入し

てください。

申込者の氏名、生年月日を記入

資格者の場合は資格番号を記入

運営機関の記入欄

です

⇒

工事店・ガス事業者ともに押印が

必要です。(押印なき場合は、受取

できません。返却となります。)

記入例
申込ガス事業者にて記入してください。

運営機関への到着は講習開催日の 1 ケ月前

(土日祝は直前営業日)までです。

2026
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Ⅶ.振替申請について（申込前に確認してください）

１．振替申請のための手続き

（1）受講・受験申込者は、やむを得ない事由で、講習・試験の振替を希望する場合、

下記（2）運用ルールに従い、ガス事業者へ連絡をし、別の空いている回次への振替希望を申

し出て下さい。振替申請手続きは、システムによりガス事業者が行います。運営機関では、受

講申込者や指定工事店からの振替申請の手続きは行っておりませんのでご注意願います。

（2）受講申込者あるいはガス事業者が本資格のための講習の受講及び試験の振替を希望する場

合、受講申込者が指定工事店及びガス事業者を通じてガス事業者に振替申込手続きを依頼する

ものとし、この場合、次のとおり取扱いを行います。

①振替は申込をした回次開催初日の２ヶ月前同日（土日祝日の場合，「直前営業日となる」）ま

での申し出を受付け、振替先は振替申請日の２ヶ月以降の開催日のうち回次で空きがあるもの

ならば振り替え可能とします。

②上記の場合については，振替手数料は無償とします。

③振替許可回数は受講者 1 申込につき 1 回とし、振替先は同一年度内とします。

２．振替申請後の注意点

振替申請の申し出後は、必ずガス事業者から振替結果の確認を行ってください。

Ⅷ．個人情報の取扱いについて

１．個人情報の管理について

提出していただいた受講・受験申込書（Excel 様式）等の個人情報は、適切に管理を行うとともに

漏えい、滅失及び改ざん等の防止のために適切な措置を講じます。

２．個人情報の利用目的について

提出していただいた受講・受験申込書等の個人情報は以下の目的のために利用します。また、あ

らかじめ申込者ご本人の同意を得ず、利用目的の範囲を超えて個人情報を取り扱うことはありま

せん。

(1) 講習・資格試験の円滑な運営に関する申込者情報の登録、管理のため

(2) 講習・資格試験に関する受講・受験票、合格通知、不合格通知等の作成、配付のため

(3) 講習修了者、資格試験合格者に対する資格証の発行、交付のため

(4) 本資格制度の円滑な運営に関する内管工事士情報の登録、管理のため

Ⅸ．.受講・受験の際の注意事項

参加当日（複数日程の場合は各日）、発熱、倦怠感、風邪症状などの変調を感じた場合は参加を取

り止めていただくようお願いいたします。（申し込みのガス事業者及び運営機関までご連絡くださ

い）

以上


